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はじめに
「意識の流れ」の手法を用いた作家の一人として知られるヴァージニ
ア・ウルフには「幽霊屋敷」（“AHauntedHouse”）と呼ばれる作品があ
り、その他いくつか幽霊物語の範疇に入れられると思われる作品がある。
いずれもかなり短い作品であるが、これらの作品の背景には、人間の意識
の死後の存続を信じる考えが存在する。当時スピリチュアリズム（心霊主
義）が流行しており、ウルフ自身もある程度スピリチュアリズムの影響を
受けていたと考えられる。また、それだけでなく、元来西洋思想の中に、
キリスト教のみならず、プラトンなどを通じて「霊魂不滅」の思想はかな
り根強く存在しており、ウルフ自身はキリスト教そのものに関しては無神
論者であったけれども、霊魂不滅については信じていたと考えられる。例
えば、『ダロウェイ夫人』（〃ねD観oωαグ）では主人公のクラリッサの超越
思想として、魂の死後存続を信じるということが次のような言葉で表現さ
れている。
私の唯一の才能は、人々をほとんど本能的に理解することだわ、と彼
女は歩き続けながら思った。（中略）私の愛するものは、これなの。
今、ここに、自分の目の前にあるもの。タクシーの中のあの肥った女
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性。（中略）としたら私が完全に存在をやめるのは避けがたいことだ
ということは重要だろうか。この、目の前のすべてが自分なしで進ん
でいかねばならないとしても腹を立てるだろうか。あるいは、死です
べてが終わるのではなくて、どうにかして、ロンドンの通りやいろん
な事物の変動の上に、そこここに生き続けると信じたら慰めにならな
いだろうか。ピーターも生き続ける、お互いの中に生き続ける、自分
の故郷の木々の一部として、故郷の家の一部として（中略）生き続け
る。一度も出会ったことのない人々の一部になったり、自分の最もよ
く知っている人々の間に（今木々を見ているので）木々の枝にかかる
霧のように広げられている、と。（7－8）
本論文ではウルフの「幽霊屋敷」を中心とした短編を読むことを通じ
て、ウルフの魂の不滅という考えと、意識の流れへの拘りとが、深く絡み
合い、微妙なウルフ的世界を作っていることを指摘したい。
1心霊主義の流行と心理学
本論に入る前に19世紀末から20世紀初めにかけてのスピリチュアリズム
の流行と心理学について触れておきたい。麻生えりかは「『ダロウェイ夫
人』におけるオカルト現象一不安の時代を生きる人間と超自然」において
19世紀末の心霊主義の流行について「心霊主義が大流行した背景には形骸
化著しいキリスト教の危機的状況と欄熟した資本主義社会で隆盛を極めて
いた唯物論に対する人々の反感があった」（68）と言っている。心霊研究
協会（TheSocietyforPsychicalResearch）はヘンリ・シジウィックによっ
て1882年にロンドンに設立され、会員の中には著名な知識人がいたと言
う。「ウルフの父もSPRの会合に出席する常連であり、ウルフ自身も最初
は父を通じて、後には友人のジェイムズ・ストレイチを通じて心霊主義に
関する知識を増やしていった」（70）と言う。
372
ヴァージニア・ウルフの幽霊物語
また神山安敏の『フロイトとユング』によれば、フロイトもユングも共
に心霊主義と関わりを持っている。ユングとフロイトの亀裂は二人が話し
合っていたときにポルターガイスト現象が起こり、そのような現象に対す
る態度をめぐる対立から起こったということが言われているが、二人のう
ちユングのほうが心霊主義に共感を示していた。しかしフロイトも心霊主
義に真っ向から反対していたわけではなく、心理学は科学であるのだか
ら、そのようなものに対してある程度の距離を置くべきだと考えていたと
いうことである。神山は次のように言っている。
フロイトは「心霊研究協会」に関係しているのである。（中略）心
霊現象が時代の流行となったのはアメリカだが、この心霊現象の組
織的研究は一八八二年にロンドンに心霊研究協会（TheSocietyfor
PsychicalResearch）が設立されて始まった。その後三年してニュー
ヨークにアメリカのSPRがウィリアム・ジェームズを中心として設
立されている。（中略）この心霊研究協会に、初めに参加したのは、
ユングである。彼は一九〇七年にオカルト信奉者として貢献したとし
て、全米心霊研究協会の名誉会員に選ばれて、フロイトに報告してい
る。（中略）フロイトは一九一一年にロンドンの心霊研究協会の通信
会員になっている。さらに一九一五年、第一次大戦中にアメリカ心霊
研究協会はフロイトを名誉会員に選出し、一九二三年十二月にはギリ
シア超心理学協会も名誉会員にしている。（323－4）
ユングのほうが心霊主義と多く関わりを持ったが、彼の場合狭義の心霊
主義を超えて広く神秘思想への関心と結びつき、そこから原型理論や集合
無意識の理論が生まれた。一方フロイトの場合、心霊主義と一線を画しな
がら、人間の無意識の中に潜む性欲リビドーの理論、さらには死への欲望
（タナトス）の理論を作っていった。
このように初期の心理学者たちが心霊主義をも含めて人間の意識の世界
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を探求していったことを考えると、意識の流れの作者ウルフも、心霊主義
の考え方から何らかの影響を受けていたと考えることができるだろう。
2．「幽霊屋敷」（1921）
この作品が書かれた背景としては、ウルフ夫妻の住んでいたアッシャ
ム・ハウス（AshamHouse）という家が幽霊屋敷として知られていたと
いう事実がある。これは1912年から1919年まで夫妻が週末を過ごした家
で、SussexのLewisにある。夫レナード・ウルフの自伝第3巻β8g勿勉％g
4g伽によればその家は幽霊が出るという噂のある家であった。
アッシャムは奇妙な家だった。農場に住む田舎の人たちはその家には
霊が取り付いており、地下室には宝が埋められていて、誰もその家で
一夜を過ごしたいとは思わないと確信していた。（57）
レナード自身その家で不思議な体験をしたことがあるそうである。そうい
う事実を踏まえた上で、非常に軽いタッチで、詩のような語り口で、家人
が寝静まったあと、ある家を訪れる男女の幽霊の会話と思われるものを記
した作品である。男女はかつて恋人同士であり、この家の主もまた二人の
男女である。非常に短い作品であるが、どのような構成になっているかを
記してみる。
①いつ目覚めてもドアが閉まるところだった。部屋から部屋へ手を取り
合って幽霊のカップルが訪れる。
②二人の会話。「ここに置いていったの」と女。「ここにもだよ」と男。「二
階にあるわ」「庭にも」「静かに、彼らを起こしてしまうよ」
③（ここでこの家の主の語りが入る。）だが彼らは私たちを起こしたので
はなかった。家主の男女の会話。「彼らは探しているわ。カーテンを引
いているわ」と言いながら本を読み続ける。語り手は本を読むのに飽き
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て立ち上がり、空っぽの家を探し始める。しかし家は全く空っぽであ
る。外で森鳩が鳴き、脱穀機のうなり声が聞こえる。二階に行って見る
が林檎が屋根裏にあるだけ。庭も静かだ。
④（幽霊の男女。）彼らは客間でそれを見つけていた。といっても彼らの
姿が見えたわけではない。私（語り手）の両手は空っぽ。カーペットの
上を鵜の影がよぎり、沈黙の深い深い井戸から森鳩が眩く。「安全、安
全、安全」と家が脈打つ。「宝が隠された。部屋は…」脈動が途切れる。
あれは隠された宝だったの。
⑤一瞬の後に光が騎る。とても繊細で珍しい、私の求める光が、表面の下
に冷たく沈んで、ガラスの背後で常に燃えていた。ガラスは死だった。
死が私たちの問にあった。最初に女に死が訪れた。何百年も前に。男も
家を離れ、彼女を離れて、北に行き、東に行き、南に行った。家を探し、
それが丘陵地帯の麓にあるのを見つけた。「安全、安全、安全」家は嬉
しげに脈を打った。「宝物は君たちのもの」
⑥風が立ち、木々がしなった。月光が棲ねて雨のように激しく光をこぼ
す。幽霊のカップルは家をさ迷い、窓を開け、私たちを起こさぬように
とささやきながら、よろこびを捜し求める。
⑦（幽霊二人の会話）「ここで眠ったのよ」「数え切れないほどキスした
ね」「朝目覚めて一」「木々の間に銀色のものが一」「冬の雪の日に
一」
⑧彼らが近づいてくる。足音は聞こえない。貴婦人が幽霊の外套を広げる
のも見えない。男の手がランタンの光をさえぎる。「ごらん」男はささ
やく。「ぐっすり眠っているよ。唇に愛をたたえて」
⑧かがみこんで銀のランプを私たちの上に捧げて、二人は長いこと私たち
を深く見つめている。「安全、安全、安全」家の心臓が自慢げに脈打つ。
⑨「君は僕をまた見つけたね」にこよ、ここで眠ったわ。庭で本を読ん
だわ。笑って、屋根裏で林檎を転がしたわね。ここに宝物を残したの
よ」屈みこんだ彼らの光が、私の瞼を上げさせる。「安全、安全。安全」
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家が荒々しく脈打つ。目覚めて私は叫ぶ。「まあ、これがあなたたちの
埋めた宝物なの。心の中にある光が」
印象的なのは語り口である。一人称の語り口と三人称の語り口とが交錯
している。一人称と思われる言葉も、はじめは‘1’ではなく‘one’を
用いている。幽霊と初めにはっきり言っていながら、「彼らの姿は見えな
い」と言う。「空っぽ」という言葉をリフレインさせ、家の鼓動を強調す
る。二人の幽霊は家に愚く霊たちである。最後の「光」が「彼らの埋めた
宝物」という終わり方も不思議である。男女の霊との関わりの結果、胸の
中に一つの光が残された。それは彼らの宝物でもあった、と言うのであ
る。ここに現われる幽霊は怖い幽霊ではない。むしろこの家を守る霊と
言った感じである。
HelenSwordはOhoε伽グ痂％g巫o吻7痂s吻においてウルフの幽霊物語を
「比喩としての幽霊物語」に分類しており、この物語について次のように
述べている。
1921年の「幽霊屋敷」と題する短編において、証拠となるような目に
見える霊はいないものの、語り手とその連れ合いは、自分たちが「幽
霊のカップル」と分かち合う家の安らぎと安全を大切にすることを学
ぶ。幽霊の男女は地上では別れなければならなかったが、今は永遠の
愛に結ばれている。超自然的な恐怖や、心霊的な居心地の悪さも引き
起こすことなく、幽霊が取り付くことが語り手の人生を豊かなものに
している。（83－84）
次にSwordは同時代のアイルランド人劇作家でWB．イエーツの親友でも
あったレノックス・ロビンソン（LemoxRobinson）の「取り付いていな
い家」（“TheUnhauntedHouse”）という作品と比較して次のように言っ
ている。
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ウルフは実際の…霊との交流を確かに拒否したという点でロビンソン
とははっきりと異なっている。が、彼女の小説や短編には、心霊主義
的な考察の痕跡がいたるところにある。ウルフの幽霊はヘンリー・
ジェイムズの幽霊と同じように、「心の幽霊」であるが、それらは単
なる精神による作り物ではない。ジェイムズの物語が幽霊の実在を問
うのに対して、ウルフの物語は、現実の中に内在する幽霊的なものを
露わにしている。
心霊主義者の（交霊術などの）実践に対しては明らかに嫌っていた
にもかかわらず、ウルフは時折自分自身のことを霊媒のような言葉で
表現している。「ものを書くこと、私がものを書くことは、ある種の
霊媒行為であると思う。私はその人物になるのである」（84）
最後の引用は1937年7月11日の日記に書かれた言葉である。当時ウルフは
『三ギニー』の執筆中であったが、昔彼女にギリシア語を教えた恩師、
JanetCaseが死の床にあり、亡くなったら追悼文を書くようにと友人に頼
まれたことについてこのようなことを書いている。
3．「キュー植物園」（“KewGardens”，1919）
これはウルフの実験的手法による短編の中でも一番よく知られた作品で
ある。まず全体の構成を箇条書きで紹介しておこう。
①長方形の花壇。7月の植物園。そぞろ歩く人々。
②一組の男女。サイモンとエリノア。二人の子供を連れている。サイモン
は15年前リリーと来たときのことを思い出している。そのとき、リリー
に求婚しようとしていたが果たせなかった。エリノアは20年前の少女時
代、睡蓮の花を描いていたとき、白髪交じりの老婦人（たぶん先生）か
ら突然キスされたことを思い出している。
③再び長方形の花壇の描写。花壇を進むカタツムリ。（カタツムリの視点
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から見られている。）
④男二人。若い男と年長の男。年長の男は絶え間なく喋っている。死者と
の交感。（頭がおかしいらしい。）若い男は冷静な忍耐の表情を浮かべて
いる。（介添人らしい。）
⑤下層中産階級の二人の中年女。どっしりと太った女とピンクの頬をした
身軽そうな女。二人の会話の表現は意味を成さず、音楽的。二人とも自
分の話ばかりで相手の話を聞いていない。
⑥若い男女の会話。話が妙にかみ合わない。パラソルの先を土に深く押し
込む二人。やがてお茶を飲みに歩き去る。
⑦まとめ。二人連れが一組又一組と、同じように不規則な、当てもない動
き方で、花壇の傍を通り過ぎて、青緑の霧の層に次々と吸い込まれてゆ
く。幽霊と化す人々。飛行機の爆音、夏空の声。さまざまな色と形。遠
ざかるカメラワーク。都市の眩き声。
これはキュー植物園に住むカタツムリも含めて、植物園を訪れる人たち
の意識を中心に作られた作品である。一番問題とすべきは、最後の部分
で、映画的手法でカメラが植物園を遠ざかり、遠景として眺めたとき、全
てが実体を失い、植物園からは都市の眩きが聞こえてくるという部分であ
る。その部分を引用してみる。
このように次々と二人連れが同じように不規則な目的のない動き方で
花壇を通り過ぎ、次々と青緑の霧の層に包まれる。霧の中で最初はそ
の肉体は実体を持ち、色彩の強さを持っているが、やがてその実体も
色も青緑の霧の中に溶け込んでゆく。なんて暑いのだろう。（中略）
黄色、黒、ピンク、雪白、あらゆる色彩をした形、男、女、子供たち
が水平線に一瞬点在するが、草の上の黄色い広がりを見ると揺らめ
き、木々の下の陰を求めて黄と緑の空気の中に落ちる水滴のように溶
けて、ただそれにかすかな赤と青のしみをつける。まるで全ての太っ
て重い肉体が暑さの中にじっと沈みこみ、地面に固まりつくかのよう
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だ。しかしその声はまるで蝋燭の太い蝋の胴体からだらりと立ち上る
炎のように揺らめいている。声。そう、声。言葉のない声が、非常に
深い満足、突然の激しい欲望をこめて、あるいは子供たちの声に見ら
れる新鮮な驚きの声を上げて静寂を破る。だが静寂を破ったのだろう
か。いや静寂はどこにもなかった。常にバスが車輪を回し、ギアを切
り換えていた。まるで絶えず次々と開いてゆく錬鉄製の巨大な入れ子
箱のように、都市は眩いていた。その眩きの上に、さまざまな声が大
きく叫び声を上げ、何百という花びらが空中にその色彩をひらめかせ
た。（89）
ここでは何が起こっているのだろうか。映画的手法と言ってしまえば簡単
だが、まるで神の視点から見るように、遠くから人問および植物園や都市
を眺めることによって、総体としての、抽出されたような都会の魂が描き
出されている。
またキュー植物園を訪れる人々の中で、二番目に紹介される、男二人の
組み合わせのうち、精神病者と思われる年長の男の意識の流れは、『ダロ
ウェイ夫人』に登場するセプティマスと似ており、しかもその男の語る言
葉が霊魂の死後存続であるという点で、注目に値する。この男の意識の描
写を引用しておく。
男はほとんど絶えず話し続けていた。ひとりで微笑み、微笑が返事で
あったかのように、また語りだすのだった。彼は霊魂について語って
いた一死者の霊魂について。霊魂たちは、彼によれば、天国での経
験についていろいろと奇妙なことを今も彼に向かって話している、と
いうのだった。（86）
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4．「池の魅力」（“TheFascinationofThepool，，）
この作品は生前には発表されなかったもので、短編集の注によれば1929
年5月に作られたタイプ原稿の中にあるものと言う。非常に短い、エッセ
イ風の作品であり、一見池を描写しているに過ぎないようでもある。しか
し「幽霊屋敷」が、ある家に残された過去の記憶であったのと同じよう
に、ここではとある池に残されている記憶を描いている。「池」と訳した
言葉は‘poo1’であり、「みずたまり」「人工の池」という意味合いを持つ
ので、あまり大きくない池を想像すればよいかと思う。
作品の構成は次のようになっている。
①まず、池の紹介。藺草に縁取られた深そうな池。売りに出された農場の
広告が岸辺の切り株に打ち付けてあり、それが池の真ん中に映ってい
る。
②その池には魅力がある。表面の下に隠された水面下の世界。それはまる
で人の心の深遠に似ている。多くの人がここにやってきて、その思念を
池に落としたからに違いない。
③それらの「液体化した」（liquid）思念の中のいくつがが紹介される．
1851年の大博覧会の後、暑さの中をやってきて、池の水を飲んだ男。
1662年に恋人とともにここにやってきた少女。彼女は後に溺死。（恋人
に去られて自殺したと考えられる。）巨大な鯉を捕らえに来た少年の
声。ネルソンがトラファルガーで戦った年（1805）のことである。最後
に池の底から上がってくる嘆きの声。全てのものが聞きたいと思うよう
な声。（注によれば、その声について最初「偉大な幻視者（seer）」とい
う語を入れていたが、後にカットしたと言う。）
④まとめとして、池に次々と浮かび上がる顔と声の描写。
全体的な印象は映画的である。この短編はウルフの実験的短編の一つに
分類されているが、映像と声を中心として短編映画を作れるような効果を
持っている。
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この中で筆者が注目したい部分は二箇所ある。一つは導入部で、池の魅
力について「人の心に似ている」と言っているところである。原文で引用
してみる。
Manylmanypeoplemusthavecometherealone，fromtimetotime，
fromagetoage，droppingtheirthoughtsintothewateちas組ngitsome
question，asonedidoneselfthissummerevening．Perhapsthatwasthe
reasonofitsfascination－thatitheldinitswatersallkindsoffancies，
complaints，confidences，notprintedorspokenaloud，butinaliquid
state，floatingoneontopofanotheちalmostdisembodied．（220）
（多くの人々がそこに時々幾時代にもわたって、独りでやってきて、
この夏の夕暮れに私がそうしているように、水の中に自分の考えを落
としたり、水に何か質問を投げかけたりしてきたに違いない。たぶん
それが池の魅力の理由に違いない。池はその水の中に、印刷もされ
ず、声に出して言われたりしない、あらゆる種類の空想、不平、自信
といったものを、液体の状態で、それぞれがお互いの上に漂い、ほと
んど形を持たない状態で保っているのだ。）
ここで語り手が水の魅力としてあげている理由は、水に刻まれた数々の記
憶であり、それは人間の心の魅力でもある。さまざまな人間の意識の記憶
の器であるために、池は魅力を持っているのである。池そのものが人間の
記憶の容れ物である頭脳と重なる。
次に気になる部分は、ウルフがカットしたと言う「偉大なる幻視者」を
含む嘆きの声にあたる部分であ資・その部分を原文で引用してみる。
Alas，alassighedavoice，slipPingovertheboy’svoice．Sosa（1avoice
mustcomefromtheverybottomofthepoo1．Itraiseditselfunderthe
othersasaspoonliftallthethingsinabowlofwaterThiswasthevoice
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weallwishedtolistento．Allthevoicesslippedgentlyawaytotheside
ofthepooltolistentothevoicewhichsosaditseemed一itmustsurely
㎞owthereasonofallthis．Forallwishedto㎞ow（221）
（ああ、ああというため息の声が少年の声に取って代わった。非常に
悲しげなその声は池の一番底から出てくるようだった。それは水を湛
えた鉢の中に浮かぶもの全てを掬い上げるスプーンのように、全ての
ものの下から上がってきた。この声こそ私たち全てが聞きたいと願っ
ていた声だった。この声に耳傾けるために他の全ての声はそっと池の
縁のほうへと滑り去った。とても悲しげに思えるその声は、確かにこ
の池の全ての理由を知っているに違いない。誰もがそれを知りたがっ
ていた。）（下線部、筆者）
下線を施した部分が、最初‘thevoiceofthegreatseer’となっていたも
のをウルフが「偉大なる幻視者」に当たる部分を消したということであ
る。ここをカットしたウルフの意図は、おそらく「偉大な幻視者」という
表現を使うとそれが「神」と読み取られる恐れがあると考えたためではな
いだろうか。それはちょうど『灯台へ』でラムゼイ夫人が灯台の光を浴び
ながら瞑想にふける場面の最後に「私たちは神の御手にあるのだ」と言っ
てしまってから、はっと我に帰ってそれを否定する場面を思い出させる。
そしてすべての声の底にある声が嘆きの声であるということはいかにもウ
ルフ的と言わざるを得ない。ウルフにとっては人間経験の総体的な、究極
的な感情は「悲哀」「嘆き」といったものだったにちがいない。
しかし最後の「この全ての理由」（‘thereasonforthisa11’）の部分の解
釈は非常に難しい。非常に漠然とした表現であり、読む人によって解釈が
変わってくる表現である。筆者は一応「この池の」と訳してみたが、思う
にここは池に託して作者が、人間のこの世に存在する、その存在理由を考
え、嘆きの声が何らかの説明をしてくれるのでは、と期待していると解釈
したい。
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5．まとめ
「現代小説論」e‘ModemFiction”）でウルフは一世代前のジョン・ゴー
ルズワージー、アーノルド・ベネット、H．G．ウェルズを批判し、彼らを
物質主義者と呼び、対してジェイムズ・ジョイスを含む自分たち若い世代
の作家たちを精神主義者（spiritualist）であるとした。
私たちが物質主義者と呼んだ作家たちに対してジョイス氏は精神主義
的である。彼はどんなことをしても、脳裏に浮かぶメッセージのひら
めきを放つ内奥の炎の揺らめきを表わそうとしているし、それを保つ
ために（中略）冒険的と思われるものをすべて完全な勇気をもって無
視しているからである。（190）
「内奥の炎の揺らめき」という言葉でウルフが表現したかったものは、同
じエッセイにある、あの有名な言葉「内面をごらんなさい。すると人生は
『このようなもの』とは全くかけ離れているように思える。一瞬でも普通
の日の普通の心を調べてごらんなさい。心は無数の印象を受ける。つまら
ないもの、幻想的なもの、つかの間のもの、あるいは鋼の鋭さで刻み込む
ものなど。あらゆる方向から無数の原子の絶え間ない雨がやってくる」
（189）と同じものであり、人々が自己を主体として、自分の感覚で毎分
毎秒外からやってくる刺激を受け取り、それに反応する「生」の感覚、意
識の流れである。その精神の流れ、動きの総体として、ウルフは「魂」と
いうもののありようを見ていたと筆者は考える。つまり「意識の流れ」の
作家ウルフは、実は魂を描こうとした作家でもあった、というのが筆者の
考えである。
ウルフは「現代小説論」の後半で、ロシア文学者に触れているが、「ロ
シア人の見解」（‘TheRussianPointofVieW’）でも、ロシア作家の文学に
ある「魂」の重要性を強調し、ドストエフスキーについて次のように述べ
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る。
ドストエフスキーの場合、そのような制限はなかった。彼にとっては
人が高貴であろうが、素朴であろうと、浮浪者であろうとすばらしい
貴婦人であろうと、同じである。何であれ、人はこの複雑な流動体、
このぼんやりとした、イースト菌のような、貴重な代物、つまりは魂
の器なのである。魂は障壁によって制限されない。それは流れ、溢
れ、他の魂と混じり合う。一瓶のワインを買う金もない銀行員の単純
な物語が、何が起きているのかわからないうちに、彼の義父の人生
や、義父がひどい扱いをしている5人の愛人たちの人生にまで広がる
し、また郵便配達夫や下働きの女や、同じアパートに住んでいる皇女
たちの人生にまで広がる。というのは、ドストエフスキーの領域の外
には何もないのだから。それに彼は退屈しても止まらず先へ進む。彼
は自制することができない。それは私たちを踏みつけてゆく、熱く、
煮えたぎり、混じり合い、すばらしく、恐ろしく、威圧的に一人間
の魂というものは。（228）
魂というものを中心として見た場合、地上的な階級や貧富の差はなくな
るという指摘が面白い。「人は魂の器」であるということは、言い換えれ
ば人は精神的存在であり、人の意識の中にこそ真実はあるということにな
ろう。
ウルフは人間の魂を描こうとした精神主義者（spiritualist）であったと
いう見解を中心として、筆者は今後ウルフの主要作品を読み直していくつ
もりであり、この小論文はそのための最初のささやかな試みである。
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